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中央小学校まえの横断歩道をわたる子供たち i 
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取り便所の付近には 消毒剤 雨うっとおしい梅雨にはいり をたっぷりまいてください。 右のました。食中毒のおこりやす また、わすれてならないの

をい季節です。せいいっぱい、 が雨の日の交通安全対策です。 日つゆ対策をねりましょう。 路面はすべりやすくなり、車

の 確
まず台所の清潔。食器やマナ のガラスはくもり、歩く人は カ通板、包丁、ふきんなど使った 雨具のため見通しが悪くなり 横後は必ず熱湯消毒を。つぎに ます。道路を横断するときは

断
め

押入れ。ょこれた衣類などを 必ず左右をよく確認してから
てつっこんでおくと大変です。 渡りましょう。 tJミ

洗たくものは手早く洗ってほ

道しあげましょう。下水やくみ
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大村市農林水産業

本
年
十
月
ーーーー畠

日
か
ら

農
地
法
、
農
協
法
が

大
型
化
す
る
酪
農
乳
牛
の
ほ
育
事
業

高
良
谷
放
牧
場
に
て

，
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部
改
正

農
地
法
お
よ
び
農
協
法
の
一
部

が
改
め
ら
れ
、
本
年
十
月
一
日
か

ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
お
も
な
点
は
、
①
農

民
が
い
く
ら
で
も
農
地
を
買
え
る

よ
う
最
高
面
積
が
廃
止
さ
れ
、
ま

た
、
れ
い
さ
い
農
の
農
地
買
い
を

さ
け
る
た
め
最
低
面
積
を
三
十
ア

ー
ル
か
ら
五
十
ア
ー
ル
に
引
き
あ

げ
ら
れ
た
こ
と
(
大
村
市
の
場
合

は
従
来
二
十
ア
ー
ル
で
あ
っ
た
が

今
回
の
改
正
で
は
未
定
)
、
②
地

主
と
小
作
が
文
書
で
同
意
す
れ
ば

解
約
で
き
る
な
ど
耕
作
権
の
保
護

が
か
ん
わ
さ
れ
た
こ
と
、
①
小
作

料
の
最
高
額
が
さ
だ
め
ら
れ
て
い

た
の
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
、
①
不

在
地
主
と
し
て
の
面
積
な
ど
が
一

部
か
ん
わ
さ
れ
た
こ
と
、
@
草
地

利
用
権
が
新
し
く
も
う
け
ら
れ
た

こ
とま

た
、
農
協
法
で
は
、
①
農
協

は
組
合
員
の
委
託
を
、
つ
け
て
農
業

の
経
営
を
行
な
え
る
こ
と
、
①
農

協
は
組
合
員
の
委
託
を
、
つ
け
て
農

業
の
目
的
に
使
用
す
る
た
め
の
土

地
の
貸
付
け
、
変
換
の
事
業
を
行

な
え
る
こ
と
、
③
組
合
員
の
委
託

に
よ
っ
て
、
転
用
、
農
地
な
ど
の

売
渡
し
、
区
画
形
質
の
変
更
の
事

業
が
行
な
え
る
こ
と
な
ど
農
業
経

営
規
模
の
拡
大
、
農
地
の
集
団
化

を
は
か
り
、
ま
た
、
農
家
が
農
地

を
処
分
す
る
場
合
、
こ
れ
を
計
画

的
に
行
な
わ
せ
る
と
と
も
に
組
合

員
の
生
活
安
定
を
は
か
る
こ
と
が

目
的
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
@

こ
れ
に
よ
っ
て
生
産
調
整
が
促

進
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
農
地
の
無
秩

序
な
宅
地
化
を
ふ
せ
ぐ
ほ
か
、
農

地
と
住
宅
地
を
区
分
し
た
都
市
。
つ

く
り
の
実
現
に
法
的
な
こ
ん
き
ょ

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す。1 
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土地改良事業の採択基準および補助率

~ * :d負担区分 l事業名 |国l県 [地元採 択 基 準

!鵬首かんがい排水 1451 55 i諸醒信号22Z出坊決上三あり未端

団体営畑地かんがい川受益面積の一団地がおおむね20ha以上であるこ E
1. ~υ i tJtJなお、受益面積を一般地と樹園地とに区分する樹

樹 園 地)! i 酷伐説訴訟ア数山んの場合14年)を

j 耕地整備 I ! : 

l 。暗臨渠排帥水 lか i 60 i ~受益掴面積駒の一跡お叩
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昭和45年 6月20日

自
然
と
親
し
ん
で

わ
が
家
は
健
康

同
H肘

野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
山
開
き

心 屯然
身 を 今
の愛 年
健し も
康 親 市
を し 民
増む の
進こ皆
しとさ

にん
夏 ょ に
場り
を、 白

元
気
に
過
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

多
艮
岳
県
立
公
園
野
岳
キ
ャ
ン
プ

場
の
山
開
き
を
、
七
月
四
日
お
こ

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可
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T
7
、、.な

い
、
十
月
末
日
ま
で
、
キ
ャ
ン

プ
場
を
開
設
い
た
し
ま
す
.

キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
定

期
パ
ス
の
ほ
か
、
臨
時
パ
ス
も
運

行
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
家
族
づ
れ
で
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
テ
ン
ト
、
毛
布
の
貸
出

料
や
施
設
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。マ
テ
ン
ト
の
貸
出
料

十
二
人
用
六
百
円
、
五
、
六
人

用
三
百
六
十
円
、
四
、
五
人
用

三
百
円

マ
毛
布
の
貸
出
料

掛
毛
布
四
十
円
敷
毛
布
三
十
円

マ
施
設
内
容

洗
い
場
三
カ
所
、
野
外
炉
三
カ

所
、
便
所
四
カ
所
、
給
水
施
設
完

備
、
臨
時
公
衆
電
話
設
置

く
わ
し
い
こ
と
は
商
工
観
光
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

野岳 湖キ ヤンフ場

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

七
月
一
日
1
七
月
三
十
一
日

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
.
愛
上

の
献
血
で
お
た
が
い
の
尊
い
生
命

O
最
高
血
圧
百
棚
(
水
銀
柱
)

を
守
り
ま
し
ょ
う
、
採
血
の
許
容
以
上

限
度
は
、
全
血
液
の
%
で
す
か
ら
そ
の
他
、
採
血
前
に
医
師
が
健

安

全

で

す

。

康

診

断

を

し

ま

す

の

で

、

無

理

な

献
血
で
き
る
方
は

-j
i
-
-

採
血
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

O
満
十
六
才
以
上
六
十
四
才
ま
で
献
血
の
ご
相
談
は
:
:
・
:

O
体
重
、
男
子
四
十
五
均
、
女
子

O
長
崎
県
大
村
保
健
所

四
十
均
以
上

O
血
液
セ
ン
タ
ー
大
村
出
張
所

O
血

液

の

比

重

(

大

村

市

立

病

院

内

)

一・

O
五
二
以

国
民
年
金
保
険
料
免
除
者
の
皆
様
へ

国
民
年
金
は
保
険
料
を
納
め
た
者
(
十
年
年
金
)
の
方
は
支
給
日

月
数
に
よ
っ
て
年
金
を
支
給
す
る
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
で
き
る

制
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
従
つ
だ
け
納
入
し
た
方
が
お
得
で
す
か

て
納
入
の
免
除
を
さ
れ
て
い
る
保
ら
ご
一
考
く
だ
さ
い
。

険
料
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
ら
れ
な
お
、
詳
細
は
保
険
年
金
課
に
ご

ま
す
と
年
金
は
減
額
さ
れ
て
支
給
照
会
く
だ
さ
い
.

さ
れ
ま
す
.
特
に
高
令
任
意
加
入

;: '> 

1 

内
職
を
な
さ
り
た
い
方
へ
/

長
崎
県
で
は
、
内
職
公
共
職
業

補
導
所
が
窓
口
と
な
っ
て
、
家
庭

外
で
働
く
こ
と
が
極
め
て
困
難
な

主
婦
、
未
亡
人
、
高
令
者
、
身
体

障
害
者
そ
の
他
余
暇
を
持
て
余
し

て
お
ら
れ
る
方
等
で
内
職
を
求
め

て
お
ら
れ
る
方
々
に
対
し
て
適
当

な
内
職
を
あ
っ
せ
ん
し
、
必
要
に

応
じ
て
技
術
の
補
導
も
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
内
職
公
共
職
業
補
導

所
は
、
長
崎
市
中
川
町
一
二
八
番

地
の
長
崎
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
り
、
遠
隔
地
の
方
々
の
た
め
に

県
内
の
八
市
に
そ
れ
ぞ
れ
内
職
相

談
員
を
配
置
し
て
、
地
元
の
求
職

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
大
村

市
に
は
、
次
の
と
お
り
内
職
相
談

員
が
駐
在
し
て
、
皆
様
の
ご
相
談

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
近
所
の
万
も
お
誘
い
合
せ
の
う

え
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
c

L
相
談
員
の
駐
在
場
所

大
村
市
役
所

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

(
T
E
L
四
一
一
一
)

相
談
受
付
日
時

毎
週

火

曜
、
金
曜

(
祝
祭
日
を
除
く
)

十
時
i
十
六
時
ま
で

相
談
員
住
所
、
氏
名

2. 3. 

大
村
市
乾
馬
場
郷
七
八
五
ノ
二

大
同
時
計
居
内

(
T
E
L

三
八

七

ご

大

岡

輝

子

相
談
日
の
火
曜
と
金
曜
以
外
の

日
は
相
談
員
の
住
所
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

4

大
村
市
内
に
あ
っ
せ
ん
し
て

い
る
内
職
の
職
種

ω
輸
出
向
け
ク
リ
ス
マ
ス
人
形

類
の
加
工

ス
ト
ロ
ー
ャ

l
ン
パ
ッ
ク
編

呉
服
札
撚
り

毛
糸
か
ぎ
針
編

そ
の
他

(5) (4) (3) (2) 

季
節
保
育
所

は
じ
ま
る

今
年
も
部
落
公
民
館
七
カ
所
に

お
い
で
婦
人
会
や
部
落
の
有
志
の

方
々
が
中
心
と
な
ら
れ
て
、
夏
季

季
節
保
育
所
が
聞
か
れ
ま
す
。
子

供
を
預
け
て
安
心
し
て
働
け
る
と

お
母
さ
ん
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す

ム
今

村

公

民

館

三

O
名

ム

鈴

田

専

念

寺

三

O
名

ム

蔭

平

公

民

館

三

O
名

ム
弥
勃
寺
公
民
館
三

O
名

ム
寿
古
公
民
館

三
O
名

ム
久
津
公
民
館

三
O
名

ム
松
原
幼
稚
園
一
ニ

O
名



(4) おおむら

以内匂

七
月
の
妊
婦
及
び

乳
幼
児
検
診

福
重
、
松
原
地
区
は
三
才
児
検

診
の
日
程
と
重
複
し
ま
す
の
で
今

月
は
中
止
い
た
し
ま
す
.

間

一
泊

一
閃

一

閃

加

一

時

一

日

一
任

一

日

目

一

施

一
時

一

紙

一

m
W
M
W

一

実

一
日

一

9

一
9

m
一

所

一

所

一
所

一

所

一

場

一
張

一
張

一

張

一

抱

一

剛

一

肌

一

剛

一

実

一

鈴

↑

萱

一

竹
一

日

一
白

一

日

一

日

一

月
一

2

一

3

一

日

一

施

一
月

一

月

一

月

一

実

一

7

一

7

一

7

一

市政だより
昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

第
三
十
二
期

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

募
集

O
資
格

十
八
才

1
二
十
五
才
男
女

O
期
間

七
月
一
日
1
八
月
三
十
一
日

O
申
し
込
み
先

市
事
業
課
(
電
話
三
三
四
二
番
)

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
(
電

話
六
一
九
四
番
)

昭和45年 6月20日

第
一
回
水
上
ス
キ

l

教
室
開
催

警
察
官
採
用
試
験

の
実
施

マ
受
付
期
間

六
月
十
五
日
か
ら
七
月
二
十
四

日
ま
で

マ
受
験
資
格

l

学
歴
u
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん

が
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
必
要
と
し
ま
す
.

-

年

令

H
昭
和
十
九
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
二
十
七
年
四
月
一

日
(
昭
和
四
十
六
年
三
月
高
等

学
校
卒
業
者
は
昭
和
二
十
八
年

四
月
一
日
)
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子

3

身
体
的
条
件
H
身
長
二
ハ

O

セ
ン
チ
以
上
、
体
重
四
八
キ
ロ

以
上
、
胸
囲
八

0
セ
ン
チ
以
上

視
力
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が

0
・

ム
日
時
六
月
二
十
七
日
(
土
)

十
三
時
l
十
七
時
、
六
月
二
十
八

日
(
日
)
九
時
1
十
七
時

ム
場
所
大
村
競
艇
場

ム
主
催
大
村
市
事
業
課
、
長
崎

県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

ム
申
し
込
み
六
周
二
十
四
日
ま

で
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
年
令
を

競
走
会
(
電
話
六
一
九
四
番
)
ヘ

ム
定
員
四
十
名
、
十
五
才
以
上

の
男
女
、
初
心
者
歓
迎
(
タ
オ
ル

海
水
着
携
帯
の
こ
ど
)

芳
二
回
は
七
月
コ
一
十
、
三
十
一

日
の
予
定
、
昼
食
代
と
し
て
三
百

円。

みんなうけよう

無料結核健康診断

1.該当者は次の者を除く全員です。

(1)就学前の乳幼児。

(2)小学校、中学校、高等学校等修学年限1年以

上の学校の児童生徒。

(3)事業所で定期検診を受けるもの。

(4)現在結核の治療を受けているもの。

2.料金は無料です。

4イ)検診はいずれの会場でも受診できます。

(吋検診はボタンやホックのない下着ならそのまま

受診できます。

例検診はほとんど時間がかかりません。

六
以
上
ま
た
は
裸
眼
視
力
が

0
・

一
以
上
で
、

か
つ
矯
正
視
力
が

一・

O
以
上
の
者
で
、
弁
色
力

が
完
全
な
こ
と
。

そ
の
他
聴
力
が
完
全
で
、
身
体

に
奇
型
そ
の
他
異
常
の
な
い
こ

と。

マ
試
験
日
(
第
一
次
試
験
)

昭
和
四
十
五
年
八
月
二
日
(
日

曜
日
)
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

マ
試
験
地
H

長
崎
市
、
佐
世
保
市

島
原
市
、
福
江
市
、
郷
ノ
浦
町

厳
原
町

マ
申
込
H
申
込
用
紙
、
試
験
案
内

等
は
大
村
警
察
署
に
あ
り
ま
す

マ
そ
の
他

今
回
の
採
用
詰
験
は
、
長
崎
県

埼
玉
県
‘
警
視
庁
、
神
奈
川
県

大
阪
府
、
兵
庫
県
が
共
同
で
実

施
す
る
(
同
じ
日
に
同
一
試
験

問
題
)
試
験
で
、
申
し
込
み
書

に
は
第
一
志
望
を
長
崎
県
と
し

第
二
、
第
三
志
望
は
右
の
う
ち

希
望
す
る
も
の
を
書
い
て
い
た

だ
き
ま
す
。
詰
験
に
合
格
し
た

者
は
第
二
‘
第
一
ニ
の
志
望
地
の

詰
験
に
も
合
格
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
.

h
J唱

e.，，、
E
J
'
・，b
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E
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J
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z--
、，，
A

V

市
、
県
民
税
第
一
期
分
の
納
〈

3
減
速
は
一
一
一
泊
弓
い

。
善
意
の
と
も
し
び
グ

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
五

周
年
記
念
事
業
と
し
て
交
通
指
導

用
器
具
(
信
号
機
、
標
識
、
ゴ

l

カ

l
ト
そ
の
他
三
セ
ッ
ト
六
拾
万

円
相
当
)
を
市
教
育
委
員
会
に
そ

れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
西
本
町
、
浜
田
明
子
さ
ん
は

亡
夫
正
己
さ
ん
の
マ
原
口
住
宅

吉
弘
ヒ
デ
ヨ
さ
ん
は
亡
夫
耕
之
さ

ん
の

V
西
本
町
、
江
崎
強
さ
ん

は
亡
妻
芳
子
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
忌

明
に
あ
た
り
社
会
福
祉
事
業
費
に

と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
.

V
東
本
町
の
後
藤
重
義
さ
ん
は

金
一
封
を
社
会
福
祉
事
業
費
に
と

寄
付
さ
れ
ま
し
た
.

七
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

①
一
日
か
ら
三
日
ま
で

①
六
臼
か
ら
十
一
日
ま
で

①
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で

①
十
七
日
、

④
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

①
二
十
七
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で

月日| 場 所

|旭町アパート広場
7足!

|旧中央公民館

1日!水田一区公民館

|水田町平松酒広前

|松並町農協支所前

i "，-，!昭和通親銀前i 2日|
1 1 佐 藤病院 構内

新城入口

|上杭出津元ハート前

3日i杭出津親和会

水田二区公民館

池田公民館 i

l6日!池田清和園l
l諏訪公民館 |

諏訪一区田中商居前 I 50 I 9.30-10.30 

! 7Ell諌早陸運車庫 l 60l110M2007日
I • ~ I 古町五区広場 105 113.00-14.30 

I_i 西大村出張所日~I~5.00-16.00

中央保育所 60I 9.30-10.30 
i n r-. i松並町長崎書屈前 1 40 I 11.00-12.00 
i 8 日 | ノ ~~ 1 
l |市伝染病棟横 | 60川|川 -14
I 林 商居駐車場 1 45 114.30""15.30 

I協和町九州産業前 1 1 

[ !古賀島公民館 |
! 9日l l

;桜馬場八坂神社 !

!植松公民館 i
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65 1 9.00-10.00 
50 1 10.30-12.00 
40 1 13.00~ 14.00 
25 1 14.30-15.30 

30 1 9.30-10.30 
ιo I 11.00""12.00 
30 I 13.00-14.00 
20 I 14.30-15.30 

間
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50 I 9.30-10.30 
40 I 11.00 -12.00 
55 i 13.00""14.00 
80 I 14.30-15.30 
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